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	基礎的な海洋生物学・生態学を既習した学生を対象に、先進的な内容を課題とした発展的かつ分野統合的な実習を国内外の学生が共同で行う。寒流生態系に特徴的な海洋生物を対象として、群集生態学、生物海洋学、保全生物学など異なる分野にわたる課題に取り組むことにより、海洋生物学・生態学の最先端の知識を身につけると共に、問題解決型の研究課題への取り組み方を習得する。本実習では北海道東部の海洋生態系、特に沿岸域の漂泳生態系とプランクトン群集、および海洋哺乳類に焦点を当て、その基礎的な生物学・生態学から、近年深刻になっ...
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	１０．申込期限
	１１．申込先
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	宿泊費と食費、その他雑費を含めて合計約１０，０００円。
	１３．その他
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